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中学保健体育科教育部会

や本育ごｸﾗｰ里子、こゴZ5(,ナる才受妻達の裁]果二白勺之糞才室旨導詫去

非旨量尊ラザ多覚屋くつ言場のコニヲミ

I主題設定の理由

中学保健体育部会では，体育分野における授業の効果的な指導法に視点をあて，個々の身

体能力に応じた学習形態や生徒が集団活動を通じてコミュニケーション能力や言語活動を育

成すること。練習内容の工夫改善をすることにより生徒達により理解しやすく，基礎基本の

習得をすることができるか。与えられた環境の中より有効な場を提供することもより質の高

い授業の展開が可能と考える。授業実践や研究会を通し，教師自身もより高い実践力を高め

る必要があると考え「指導形態や場の工夫」についての研究を行ってきた。本年度も「指導

形態や場の工夫」を研究の柱に，各校で課題を設定し，その解決に向けて本年度も継続して

研究することが望ましいと考え，本主題を設定した。

皿 研究の内容

1研究のねら い

（1）授業実践を通して指導形態と場の工夫を考える。

(2)ICT機器を活用した授業実践及び研究をしていく。

2研究の概要

（1）年間2回の授業研究を通して，指導形態や場の工夫について考える。

〔11月「球技」（バレーボール・ネット型）勝沼中学校飯島春奈教諭〕

〔2月「球技」（ハンドボール・ゴール型）山梨北中学校町田雄基教諭〕

（2）各校による指導形態や場の工夫についての取り組みや実践を通しての情報交換，

先進校の文献や資料等を参考に研究をおこなう。

3授業実践： 1

（1）単元名「球技」（バドミントンネット型）中学2年生

（2）授業 者 勝 沼 中 学 校 飯 島 春奈教諭

（3）指導構想

「バレーボールの楽しさを味わい,確かな技能･知識の定着と

向上を目指す学習指導法の実践的研究」

（4）学習の道すじの工夫

・ICT機器を活用し，自分の動きを確認することで自分の課題をつかみやすいよう

にする。

・現時点での力量に応じて運動を楽しみ，深めていくように学習指導を進めていく。
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。特性に応じた学習のねらいによる学習過程を構成する。

（5）場の設定の工夫

・基礎技能習得レベルにおいてステージを利用した場面設定など，数種類の練習場

所を設定することでで運動量を確保し，効率よく活動でき効果的である。

。自分の能力に応じた課題をもたせ,技術の系統‘性や難易度,技術の要点を示した学習資

料やビデオ教材を活用するなど，徒自ら課題を解決していくための場の工夫をしてい

く。適正な人数や位置取りに注意することにより安全面にも配慮する。

授業実践：2

（1）単元名球技「ハンドボール」（中学2年生）

（2 ） 授 業者山梨北中学校町田雄基教諭

（3）授業構想

・基本的な技能や仲間との連携した動きを発展させて，作戦に応じた技能を習得

し，ゲームが展開できるようにする。

。自ら考え，自ら学び，課題解決的な学習を推進する。

。互いに観察し，助言できるようにする。（言語活動）

（4）指導形態の工夫

･段階を踏んで練習に取り組ませていく。はじめの段階では基本的技能や仲間と連

携した動きを中心に行い，それを発展させていく中で,作戦に応じた技能で仲間

と連携してゲームが展開できるようにする。

。個人練習一ペア練習一班練習一ゲームという授業形態をとり，個人やチームの

課題解決のための練習スペースをつくり取り組ませる。ハンドボール部員の活

用の工夫。

（5）場の設定の工夫

。小さいコートでの学習や軽量ボールの使用により，練習に取り組みやすい環境や

ボールへの恐怖心を和らげ積極的なプレーができるようにする。

。スポンジボールを活用しボールに対する恐怖感をなくすなどルールを工夫する。

Ⅲ成果と課題

効果的な指導法として「指導形態や場の工夫」に視点をあて研究を行ってきたが，学

校の規模に応じた独自の指導方法や教材の使用，施設の利用など，特色ある授業形態を学

ぶことができ，とても充実した研究になった。各校がそれぞれの場の工夫と，さらに学習

資料を有効的に活用することで生徒達に基礎基本の定着や，題解決へ向けての手だてや，

運動に積極的に取り組む姿勢が学べたと考える。

今後は，学習過程での手段でもある言語活動にも視野を広げ，体育の授業を通しての

人間関係作りやコミュニケーション能力の育成が効率よくできる授業形態や場の工夫に

ついて授業展開をしていきたい。

〔 部 長 樋 泉 生 〕
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